
火災から生命と財産を守る５つの約束！  ❶寝たばこをしない！ ❷ストーブの周りに物を置かない！
 ❸キッチンのコンロまわりに燃えやすい物を置かない！
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❶ 平屋建住宅設置例
　　※就寝の時に使用する居室（寝室）に設置します。

❷ 二階建住宅設置例
※寝室が１階のみの場合は、寝室に設置します。
※寝室が２階にもある場合は、寝室と２階の階段の

上方に設置します。

● 取り付け時のポイント
　【天井取り付け式火災警報器】
　※火災警報器の中心（感知部）を壁から 60cm 以上離して設置します。
　　天井にはりがある場合には、はりから 60cm 以上離して設置します。
　※エアコンや換気扇の吹き出し口付近では、1.5m 以上離して設置します。

　【壁取り付け式火災警報器】
　※火災警報器の中心（感知部）が天井から 15cm ～ 60cm の範囲内に

くるように設置します。

❹ローソク・灯明をつけたら、消すまではそばを離れない！
❺燃えやすい物を家の周りに出したままにしない！  目指そう火災ゼロの町！

はりがない場合 はりがある場合

はりから 60cm 以上
離して設置

壁から 60cm 以上
離して設置

エアコンがある場合

エアコンの吹き出し口から
1.5m 以上離して設置

壁取り付け式の場合

天井から
15 ～ 50cm
以内に火災警
報器の中心が
くるように

設置
50cm

15cm

中心
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